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みなさまのご応募ありがとうございました！ 

 

 

 

 

今年も障がい者乗馬活動の現場から沢山の力作が届きました。今年はここ数年の中で、最も応募

数が多く、審査をお願いした高草操先生もとても驚かれていました。ご応募頂きました皆様、有

り難うございました。 

厳正なる審査の結果、下記の作品が選ばれました！入賞された皆さん、おめでとうございます！ 

入 賞 作 品 に つ き ま し て は 、 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ せ て 頂 き ま す 。 ま た 、 2020 年 度 の

RDAJapan のホームページ並びに Facebook の表紙等を飾らせていただきます。 

 

□  RDA Japan 賞 

「お手入れもまかせて」 土谷麻紀氏 つばさ乗馬苑 

 

顔ひきつりながら、大好きな馬（ジャック）に乗った後は 

ニンジンのごほうびとブラッシングでお手入れ。 

ジャックにニンジンをあげている時の写真です。 

 

〜選評〜 

ななちゃんの表情、馬の瞳、そして両者を包むやわらかな

光・・・ 

被写体である馬や人が、一番美しいと思える瞬間を見事に 

とらえていると思います。撮影するにあたって、とても大切なこ

とです。 

すてきな 1 枚ですね。 

 

 

□ 審査員特別賞  

 「フレンズ」 上田千恵氏 ホースセラピーサークル馬んまる 

 

ポニーの背中に顎を乗せて隣の馬場を見ていた T ちゃん。そこに、馬の T ちゃんが「なにしてる

の？」って近寄ってきました。微笑みながらそっと手を出す T ちゃん。 

言葉は交わさなくても、心で会話しているような。なんだか、ほわっとほっこりさせる時が嬉しくて、

残したくてシャッターを切りました。どちらも見て頂きたいので、２枚一組の組写真で見てください。 
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 〜選評〜 

 撮影者の方がおっしゃるように「言葉は交わさなくても、心で会話している」最高の瞬間ですね。説明も 

何もいらない、T ちゃんの笑顔と馬の優しい表情がすべてを伝えてくれます。2 枚 1 組で特別賞！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□  入賞  

「多摩川でバンザイ！」 平子正浩氏 RDA たま 

 

雨上がり、川が思っていたよりも深く、川原で撮

りました。頭上の雲が陰らなければ、もう少し明る

かったかもしれません。 

 

〜選評〜 

撮影者の方が「雨があがり・・・頭上の雲が陰ら

なければ・・・」というコメントをされていました

が、この雲が写真をドラマチックにしていると思い

ます。天気の変わり目は光が美しく、撮影のチャン

スです。 

 

 

□  入賞 

「ある晴れた日に」 斎藤会里氏 RDA たま 

 

月 2 回、RDA たまで行なっている定期の乗馬会。6

月の活動日のことでした。梅雨とは思えない、とても

よく晴れた日で、空と雲と草木の緑がとてもきれい

だったので、みんなで集合写真を撮りました。 

 

〜選評〜 

この写真も、雲が大きなポイントになっています。コ

メントにあるように撮影者の方が「空、雲、草木の緑」

に感動していることが写真を通じて伝わってきます。

素敵な記念写真になりましたね。 
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□入賞 

「行ってきます！」 佐橋由利衣氏 RDA 愛知ピッコロフ

ァーム 

 

ファームを出て外乗へ。 

「行ってきます！」と、自信たっぷりの乗馬姿に、写真を一枚

とって見送りました。 

 

～選評～ 

騎乗者の表情が陰になって見えないのがとても残念ですが、

背景もよく、とてもまとまった安定感のある写真です。 

 

 

□入賞 

「明日の栄冠は僕の手に！」 土谷麻紀氏 つばさ乗馬苑 

 

知的と身体の障がいを持つ冨西くん平君、パラ出場を夢見て  

練習中。経路を周り終えて、夕日に向かって停止、敬礼！の 

時の写真です。 

 

～選評～ 

夕日に包まれた馬上の彼の決意。表情は見えなくても伝わる 

ものがあります。演出のアイディアに一票です。 

 

 

 

□入賞 

「パラ流鏑馬への道 2/5 」 鮫島典男氏 つばさ乗馬苑 

 

五穀豊穣と健康回復を祈願した日本文化とパラスポーツの新し

い可能性への道です。 

 

～選評～ 

弓を引く瞬間がきちんと収められています。もっと人物をアッ

プで撮ることができたら、迫力が出ると思いますが、こうした動

きのある写真は難しいですね。 

 

【高草カメラマンより ―ひと言アドバイス―】 

今回はバラエティに富んだ写真が多く、とても楽しませていただきました。大賞を受賞された土谷さんは、

いろいろなシーンを切り取って馬と人の交歓を表現した作品が多く、感心しました。被写体の一瞬の表情

や動きを際立たせるためには、背景や光を上手に利用することがポイントです。特に光は写真にとって最

も重要な要素なので、ぜひ試してみてください。応募された皆さんの写真を拝見して、改めて馬が人に与

える力の大きさを実感します。これからも馬によって多くの笑顔が生まれることでしょう。 

＊高草操カメラマン略歴＊ 

フリーカメラマンとして馬・馬に関わる人・風土をテーマに日本全国・海外でご活躍です。 

現在「日本列島、知恵プロジェクト」というサイトで、日本の在来馬や日本の馬世界を取材した記事と写真を連載中です。 
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□ 馬部門 

●アルビナＪｒ号（愛称：まるちゃん）9 歳 （RDA 愛知ピッコロファーム） 

北海道からピッコロファームに来て、一年半。 

環境にもすっかり慣れて、セラピーホースとして大活躍してくれています。座布団を敷いたような大き

な背中で、どんな子供でも大人も受け入れてくれます。座位だけでなく、仰向けやうつ伏せ、立位もＯ

Ｋ。風が強くても物怖じせず、ゆったり歩いてくれる頼もしいまるちゃんです。 

愛称の通りで、放牧時の砂浴びでは、右に左にゴロゴロと転がれる真ん丸な身体、そして、気持ちも真

ん丸で穏やかなまるちゃん。イベント出動も始めて、オールマイティーな活躍を期待しています！ 

 

 

●小春号 16 歳 （パカポコ山口） 

山口県玖珂郡和木町 蜂ヶ峯総合公園にて飼育。2004 年生まれのメス 

当時活躍していたポニーの「ワッキー」が死亡したため、 

「ワッキー」と同じく北海道の恵庭市から 2011 年に贈られた 2 頭のうちの 1 頭で、道産子とポニーの

ハーフの馬です。 

ちょうど妊娠しており、2012 年にオスの「ポッキー」を産んでくれました。 

 蜂ヶ峯総合公園のお客様の体験乗馬を支え、またパカポコ山口の乗馬会を支えてくれています。4 年前ま

では、今年 20 歳になる「エニー」と共に、また 3 年前からは「エ

ニー」の引退に伴い、息子の「ポッキー」と共に頑張ってくれています。 

もう 16 歳になりますから、いたわりながらも、まだまだ 

元気で頑張ってくれることを望んでいます。（乗馬会の時には、蜂ヶ峯 

総合公園から、馬場と馬 2 頭を無償でお借りしています。感謝！） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

馬・ボランティア表彰 

 

楽しく安全な活動に協力してくれている 

馬とボランティアさんへ感謝状を贈ります 
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●ジャックタイム号  （つばさ乗馬苑） 

ジャックタイムは、障がい者乗馬はベテラン。メアリーの講習会に何度も参加しました。保育園の行事や

流鏑馬もこなします。オールマイティーな活躍をしています。 

 

●パイン号      （つばさ乗馬苑） 

パインはハフリンガー種で障がい者レッスンの他、一般乗馬の裸馬レッスン等で活躍してくれています。 

 

□ ボランティア部門 

●杉山 則之さん（所属 RDA たま） 

最初の出会いは、当団体の個人レッスンに来られた乗り手さんとして、でした。その後ボランティアさ 

んとして活動に参加されるようになり、中田代表より、号令者という大役を任されています。それから 2

年あまり、今では、杉山さんの号令でなければ違和感を感じるくらい、私たちにとって欠かせない存在

となっています。ご自身の経験から、的確なアドバイスを乗り手さんにされていることもあり、頼もし

い仲間です。 

 

 

●斎藤 律子さん（所属 RDA たま） 

  ご自身にもハンディーキャップがあり、リーダーやサイドウォーカーが出来なくても事務周りを一手に

引き受け、活動を助けていただいています。 

馬が大好きで、活動のない日や活動後に牧場を訪れ、馬の手入れをして頂いたり、馬に差し入れを持って

来てくださったりと、とても助かっています。 

活動に参加していただくようになってから 1 年ちょっとですが、今までほぼ皆勤賞で、参加されており、

ボランティアさんの中で、№１の参加率です。 

 

 

●武田 良子さん（所属 つばさ乗馬苑） 

  週 2 回行われる「みのり福祉会」の乗馬会に必ずボランティアとして参加してくれています。もう 3

年になります。 

 

 

●鈴木 朋美さん（所属 つばさ乗馬苑） 

  自馬会員さんでもあるのに、ほぼ毎日馬の世話や小動物の世話に来てくれています。つばさに昼間来た

いが為に、仕事は夜間の専門職に転職までしています。 

 

 

表彰された馬とボランティアさんには感謝状と記念品を

お送りします。 

各団体様におかれましては、ご推薦を有り難うございま

した。  

※以上の内容をホームページにも掲載いたしますのでぜひご覧ください。 

    

 

 

（写真コンテスト応募作品より）   
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〇 RDA 活動講習会（③課目）・試験 in 神奈川 

 

1 月 11 日（土）１２日（日）に③課目 RDAJ 活動講習会が行われました。 

活動を行うにあたり、どのようなポイントを気をつけなくてはいけないか、様々な障がいに

ついての理解を深め、それぞれの障がいについてどのように対応していくのかなどを２日間に

渡り、座学で学びました。 

サポートを行なう際に障がいについての知識がある程度

理解してサポートするのとそうでないのとでは大きく変

わってくると思います。 

今後、本格的に活動をしたい方にはとても充実した内容

となったのではないでしょうか。 

実践の場ももちろん大事ですが、座学できちんとした知識

を取り入れるのも大事だと思います。 

この講習会で得た知識を存分に活動で活かしていただきた

いと思います！ 

令和２年 1 月１１日１２日 RDAJ ③活動講習会・試験 

               準備スタッフ 塚本 雅弘 

 

 

〇ヘルパー総合講習会・試験（①②総合課目）  in 神奈川  

 

2020 年 3 月 1 日（日）神奈川県横浜市にあります RDA たま 青い風牧場・マーチ牧場に

て RDAJapan ヘルパー総合講習会（２回目）が開催されました。 

講習生は４名の参加で、３月とは思えないほどの温かい日差しの中で行なわれました。 

午前中は馬学・取扱いやヘルパーについての座学を行ない、午後からは実馬を使っての講習を

行ないました。 

馬の観察から馬房からの引き出し、繋ぎ場につないでから手入れ・馬装を行ない、リーダー、

サイドウォーカーの実践を行ないました。 

講習生には実際に乗り手役になってもらい、 

サポート方法の違いを体感してもらい、サポー

トの加減によって騎乗の安定性が大きく変わる

ことを知ってもらいました。 

RDA たまの RDA 活動日でもありましたので、

活動現場での対応を実際に見学参加することが

できました。 

見学をしながら講師が解説をしましたので、 

理解を深める事の出来る時間になったのではな

いかと思います。 

今回学ばれたことを活動の場でどんどん実践 

していただければと思います！ 

             令和２年３月１日 RDAJ ヘルパー総合講習会・試験 

準備スタッフ 塚本 雅弘 

RDAJ SQUARE     
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RDAJ SQUARE  
 

 
 

〇RDA 活動実技講習会・試験（④課目）  in 神奈川  

3 月 2 １日（土）22 日（日）に神奈川④活動実講習会・試験が、春の暖かい風吹く中 2

日間に渡り行われました。 

参加者７名、講習会参加者 6 名、試験参加者は５名参加でした。 

自身でプランニングを組み立ててレッスンを行なうという事が初めての方も多くいらっしゃ

いましたが、組み立てのポイントを学び、不慣れながらもインストラクターとなりレッスン

を行なえたことはとても貴重な経験になったと思います。 

普段はヘルパー側としてお手伝いする立場から、指導するインストラクター側ではまったく

見える景色が異なると思います。 

講師からのアドバイスをもらい、疑問点や不明点を 1 つ 1 つクリアしていき対応の『引き

出し』が増えたのではないでしょうか。 

レッスンを行なう際に最初に思い描いたレ

ッスンプラン通りにできないことは良くあ

ります。 

そうなったときにどうすればいいのか？ 

これができなかったらこれはどうだろう？

あれはどうかな？など、臨機応変に対応が

できるようになるのが大事なことだと思い

ます。 

あれもこれもそれもやろうとすると中々 

上手くいきません。 

1 つずつ段階を踏んでいくことが必要です。 

今回の講習会で学んだ色々な対応方法を 

ぜひぜひ活動の場で実践してみてくださ

い！ 

           令和２年 3 月 2 １日 22 日に神奈川④活動実講習会・試験  

準備スタッフ 塚本雅弘 

 

 

 

 

 

第 1 回『馬のいる領域』研究集会が、2 月 15 日、16 日の 2 日間にわたり開催されました。 

 昨年迄は、「NPO 法人日本治療的乗馬研究会」が主催する『治療的乗馬研究集会』として開催されてい

て、参加協力依頼団体として、「公益財団法人ハーモニーセンター」「特定 NPO 法人 RDA Japan 」

「一般社団法人日本障がい者乗馬協会」の 3 団体が協力していました。 

これら 4 団体で『ゆるやかネットワーク』として、繋がり、協力し合う事が始まり、今回初めて、この

「ゆるやかネットワーク」4 団体が主催となり、第 1 回『馬のいる領域』研究集会・「つくろう笑顔のネ

ットワーク」をテーマに、更に沢山の馬の団体と手を取り合い、ネットワークを広げて行こう！と、開催さ

れました。 

 

 RDA  Japan からは帝京科学大学講師、作業療法士の石井孝弘さんが講師としてご参加頂き、「発達障

害児に対する馬の活動による効能」と題し、感覚統合とは？馬との関わりでの感覚刺激は？等、他、とても

興味深く勉強になる講演をして頂きました。 

RDAJ SQUARE     
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 学生による実践活動報告で、RDA ちくだいの帯広畜産大学の学生、石丸桃佳さん、大谷暢さん、齊藤朋

子さんが、演者として参加して頂きました。 

大学のサークル活動としての障がい者乗馬活動。工夫しながら馬の調教をしたり、障がい者の方との交流を

したり、学生としての立場の利点や難しさを交えて講演して頂きました。 

 一般演題の実践活動報告として岡山乗馬倶楽部の西崎純郎さんに参加頂きました。 

西崎さんは岡山乗馬倶楽部の代表であり、馬術選手でもあります。 

A 型就労支援事業、児童発達療事業、引退競走馬のリトレーニング支援事業、等他多数の事業も手がけて

います。 

『この国に新しい馬文化を』と題し、馬を中心とした様々な事業展開の内容や、これからの目標等、希望に

満ち溢れ、力強く、ユーモアを交えてお話しして頂きました。 

 他、HETI の取り組み。パラリンピックへの代表選手。様々な馬との関わりの福祉事業の報告や馬との関

わりで、心が強くなり自身の生き方や世界の見方が変わり、生きづらかった世界が生きたい世界に変わり自

身の可能性や課題に目を向けて生きて行く希望をもらっ

たお話しもありました。 

そして、ゆるやかネットの今後の取り組みや JRA の日

本の馬達への支援事業等、の盛り沢山の講演がありまし

た。 

 両日の最後は、会場全員での名刺交換会が行われまし

た。新型コロナの影響もあり、マスクをしながらの挨拶

になりましたが、とても楽しく出来ました。 

 両日の司会進行は RDA 事務局の中田希衣さんが行い

ました。プロなみの話と丁寧な演者さんの紹介は会場全

員から絶賛の拍手がありました。お疲れ様でした。 

 これからの馬との関わりと、人との繋がりが一層素敵

なものになるために、一歩踏み出した日の様に感じまし

た。 

 

 

 

 

 

2020 年 5 月 10 日（日）に RDAJapan 定例総会を開催いたします 

 

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、規模を縮小し開催致します。 

場所や時間の詳細につきましては、決定次第、開催通知はがき・ホームページ等にてお知らせいたし

ます。 

 

会員の皆様におかれましては、お手元に届きます往復はがきに出欠の有無、委任状へ必要事項をご記

入の上、事務局までご返送ください。 

委任状については、確実に出席する方への委任（議長・理事長など、、、）をお願いいたします。 

出欠については、必ずご返信の程よろしくお願いいたします。 

RDAJapan 定例総会 
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●岩手県 パカポコクラブの定期乗馬会 

パカポコクラブでは、障がい者乗馬の定期乗馬会を行なっています。 

ボランティアも乗り手も募集しています。たくさんの皆さんにご参加いただいて定期乗馬会を盛り上

げていきたいと思っています。ご参加お待ちしております！  

日時：毎月第４日曜日 10時～12 時 ／ 毎月２回土曜日 14 時～16 時 

場所：佐々木牧場（岩手県一関市） 

問合せ：パカポコクラブ 佐々木さん / Tel・0191-82-5584 

 

 

● 神奈川県 ＲＤＡ横浜の定期レッスン ボランティア募集 

RDA 横浜では、火・水・金・土曜日（各日とも主に午後）に定期レッスンを行っています。 

レッスンをお手伝いいただけるたくさんのボランティア参加をお願いいたします。 

場所：横浜乗馬倶楽部（三ツ沢公園内） 

【横浜市営地下鉄・三ツ沢上町駅下車、徒歩 5分／バス停・三ツ沢グランド前下車、徒歩 2分】 

問合せ：RDA 横浜 野口さん/ TEL・080-5382-9188 ホームページ：http://www.rda-yokohama.jp/ 

 

 

●神奈川県 RDA たまの定期レッスン 

RDA たまでは障がい者乗馬の定期レッスンと個人レッスンを行っております。 

レッスンをお手伝いいただけるボランティアの方、乗り手の方を募集しております。 

定期レッスン（馬とふれあう会）：第１、３日曜日 午後１時～ 

個人レッスン：木・土・日（時間要相談・事前予約必須） 

場所：横浜市青葉区元石川町「青い風牧場」   ※お電話またはメールでお問合せ下さい。 

問合せ：FAX 045-903-4666 / TEL 090-9014-3832   045-903-1777 

Eメール：umafure@nac-c.co.jp  ホームページ：http://www.nac-c.co.jp/umafure/top.html 

 

● 秋田県 ちっちゃいもの倶楽部 定期活動 

◇こども乗馬会（スポーツ少年団） 

 日時：毎週土曜日：14：00～（夏季は変更あり） 

 参加費：1,000 円    ※発達障がいのお子様も参加しています。 

◇障がい児のための乗馬体験会 

 日時：毎月第一土曜日の午前中（イベントなどで不在の場合翌週になります） 

 参加費：2,000 円 

 問合せ：TEL 080-5161--1409 e-mail hc_oga@yahoo.co.jp（担当男鹿さん） 

 

〇全国のユニットではボランティアを募集しております。 
 RDA 活動のボランティアをご希望の方は事務局へご相談ください。 

お近くの活動ユニットをご紹介いたします。 tel:080-6519-7818  E-mail:rda@rdajapan.or.jp 

○インストラクター資格取得者、ユニット連絡担当者の方へ 

資格更新やユニット継続申請の手続きはお済みですか？ 
インストラクタ―資格更新年度に当たる方や、ユニット継続申請年度にあたる団体は期限前手続きを

お願い致します。ご不明な方はお問い合わせください。 

 

RDA Japan 各地ユニットの定例乗馬会 
 

http://www.pmet.or.jp/~pony/y/
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   早春の候、皆様にはご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃より都庁認定特定非営利活動法人 RDA Japan に対しご支援とご協力を賜り、心より御礼

申し上げます。 

会員登録年度更新の時期となりました。つきましては今回の会報に払込票を同封しております

ので、お手続きの程宜しくお願い申し上げます。 

  ※会員登録費用のお振込につきましては、下記口座にお願い致します。 

（郵便振替）口座番号：00100 ・4 ・32279  口座名義：RDA JAPAN  

RDAJapan の活動は、会員の皆さまの年会費と暖かいご支援で成り立っています。 

5 月の総会開催に予算提示がございますので、4 月末までの納入にご協力をお願いいたします。 

 

 

● 連載休載のおしらせ 

今回は紙面の都合上「馬たちをもっと知ろう」と「琴線」はお休みさせていただきます。 

 ご理解とご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 

● 活動予定や活動報告、ご意見などを、ぜひお寄せください 

RDA Japan News は、皆さまからの情報で成り立っています。 

イベント情報、活動中のトピックスなどなんでもドシドシお寄せください。 

！Facebook 用の投稿記事などもお待ちしています！ 

！乗り手さんとの交流広場「ハートストリングス」への投稿もお待ちしています！ 

原稿の送付先は 〒225 - 0001  神奈川県横浜市青葉区美しが丘西３- ３３- 1  RDA Japan 事務局 

E- mail は、rda@rdajapan. or.jp までお願いします。 

次号（7 月発行）の原稿締切は、6 月１5 日です。 

 

 新型コロナウイルスの感染拡大が世界規模で広まる昨今、先日は一都七県において緊急事態宣言が発令となり

ました。東京オリンピック・パラリンピックの延期も決定し、日常生活や経済活動の自粛等、先行きに不安と焦

りを感じる日々ですが、一国民として今できることやるべき事を粛々と全うしていく事が感染拡大終息への近道

であると信じ、気持ちを鼓舞しながら乗り越えて参りましょう！ 

RDA Japan は 2019 年度も予定通りに講習会・試験を開催でき、来年度には新たなインストラクターの誕

生も期待できる結果を残すことができました。また、新しいユニットも誕生し有意義な活動を展開する事ができ

ました。写真コンテストでは、例年に比べて応募数が非常に多く、嬉しい悲鳴を上げていました。皆さんの写真

を見ていると幸せな気持ちになります。ぜひ、HP や Facebook で応募作品を見て頂ければと思います！ 

2020 年度、まずは一日も早く日常の生活を取り戻せますよう、皆様のご健康を心よりお祈り申し上げます。 

2 0 ２０年度会員登録更新のお願い 

事務局より 
 

発行：特定非営利活動法人ＲＤＡ Ｊａｐａｎ（東京都 認定ＮＰＯ）     
■ホームページ http://www.rdajapan. or.jp /  
■郵便振替 口座番号：00100.4.32279   口座名義：RDAJapan  
 

返送先：RDAJapan 事務局 

〒225 - 0001  神奈川県横浜市青葉区美しが丘西 3 - 33 - 1  
■電話  080 - 6519 - 7818   ■FAX   045 - 902 - 0510  
■E- mail  rda@rdajapan.or.jp  

 


